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 2022-23年度活動テーマ（案）「  つくると食べるでつながろう　～私たちの地産地消～  」 

 2022年度活動テーマ 

 つくると⾷べるでつながろう 
 〜私たちの地産地消〜   の実現に向けて︕ 

 職員で地産地消チームを結成します。 
 ⽣産者と組合員をつなげる活動を 

 事業の軸としていきます︕ 
    この2年間、新型コロナウィルス感染拡⼤によって⼈と⼈の対話をする機会が⼤きく失われまし 
 た。⾒えないウィルスに対しての恐怖に怯えながら、  ⾃分が感染しないように、それ以上に⼈に感 
 染させないよう、他者を気遣う国⺠性をも垣間⾒たように思います。 
   
  常総⽣協も2年間Zoomでのオンライン講習会や⽣協まつり、WEB媒体でのイベント受付、お知 
 らせに取り組んできました。それ⾃体は内容もさることながら活動や⼈とのつながりを⽌めること 
 なく、素晴らしい取り組みになりました。 
  しかしながら、⽣産者の想いや⽣産現場を五感を通して知る機会は作れませんでした。 

 〇私たち⽣協職員の役割、仕事は何︖ 
  ⽣産者－組合員がいて初めて職員が必要になります。常総⽣協の本質は 
 消費⽣活協同組合ではなく、⽣産にも組合員が関わる⽣活協同組合を⽬指 
 して援農活動や、講習会など、⽣産者・組合員をつなげる役割をしてきま 
 した。良い⽣産者とは︖組合員がすごいとは︖このことの本質はなんで 
 しょうか︖ 
  と、考えたとき、今まで常総⽣協の取り組みを考えてみると、⽣産者と 
 組合員に対して「たべもの」という⼈のいのちの根源という⾮常に重い内 
 容について、職員も⼀緒に真剣に取り組んできたことの成果だと思います。そうした時に⾒えてく 
 ることは、私たち⽣協職員は⽣産者と組合員をつなげる架け橋となる存在になる事だと考えます。 

 もう⼀度、原点を皆で振り返りながら取り組みたいと思います。 
  ⼈と⼈の結集体が協同組合です。⼤変な事もあると思いますが、  時間はかかっても活動を 
 事業の軸として業務の中⼼に据えることが、「常総⽣協なら安⼼」あるいは 「常総⽣ 
 協はやりがいがある」という信頼関係を、組合員と⽣産者そして職員の⼒で確かなもの 
 に育てていきたいと思います。 



 〇地産地消チームの紹介 
 チーム名  活動の⽬標  職員 

 ★はリーダー 

 地元の野菜チーム  ●  2年間で産地に組合員を100名の参加者をめざし 
 ます。 

 ●  地場野菜のシェアを増やすために、旬のものを 
 おすすめしていきます。 

 ●  組合員、⽣産者、職員が気軽に話が出来る関係 
 性を⽬指していきます。 

 ★伊原、★滝 
 本、★倉⽥、阿 
 部、平井、萩 
 原、丸⼭、稲 
 垣、坂⽥、加 
 藤、南   

 （計11名） 

 ⽔産チーム  ●  1イベント10⼈以上の参加者を⽬指していきま 
 す。 

 ●  職員も組合員と⼀緒になって学習します。 
 ●  参加できなかった組合員にも広報で伝えていき 

 ます。 
 ●  ⽣産者とチームが商品担当者無しでもやり取り 

 ができるような信頼関係を作ります。 

 ★⼤橋、柿崎、 
 ⽊内、⽊本、⼊ 
 江、⼾⼝ 

 （計6名） 

 畜産チーム  ●  組合員に畜産の問題点・課題(部位のバランス・ 
 飼料)を学び、発信していきます。 

 ●  広報⽤のニュースやカタログを作成し、全体の 
 利⽤を推進していきます。 

 ●  チームメンバー全員が他の職員に対しても現状 
 を分かりやすく説明できるように学習していき 
 ます。 

 ★礒野、⼩室、 
 横関、⼤澤、⼩ 
 菅、萱沼、⻘ 
 嶋、藤沢 

 （計8名） 

  現在、皆で話し合って2年間の活動のロードマップを作成して計画⽴てをしています。  各チームごと 
 に、組合員さんへの参加呼びかけのおしらせをしていきます。  初めて産地に⾏く職員もいます。是⾮組 
 合員さんも⼀緒に産地に⾏って共に楽しく学びながら体験していきましょう︕ 
 今後のチーム活動への参加・協⼒をよろしくお願いします。 
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 2022-23年度各地区「総代」が決まりました。 

  各地区からの「総代」が確定いたしましたので報告致します。総代の皆さん、組合員を代表して総代 
 会での討議、2年間の運営協⼒よろしくお願い致します。（2022-23年度 総代選挙管理委員会） 
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 農業の未来を考える ーいばらき未来会議ー のご案内 

    常総⽣協として、「⾷はいのち」の根底を揺るがす原発事故は⼆度と起こしてはならない。そういっ 
 た想いから、⾊々な団体とも連携して東海第⼆原発を⽌める働きかけをしています。未来会議も共に活 
 動している仲間です。 

 〇未来会議について︓ 
 「いばらき未来会議」は、2020年9⽉に発⾜し、原発のない安全で平和な社会を創る活動をしています。具 
 体的には、東海第２原発の再稼働を⽌めさせることを⽬指して、次のようなことに取り組んでいます。 

 ●  「再稼働」阻⽌につながる⾏政に何らかの働きかけをする。 
 ●  各地域の活動団体（個⼈）との連携や情報提供などをする。 
 ●  関係⾃治体の⾸⻑や議会（議員）に働きかけをする。 
 ●  原発問題の理解を深める集会や写真展などを開催する。 

 〇涌井⽒をお呼びしての「農業の未来を考える-３.１１以降の農業と町・村おこし-」について 
 いばらき未来会議と憲法のつどい実⾏委員会は、安全で豊かな⾃然に囲まれた社会の実現を⽬指して活動し 
 ています。この活動の１つとして、茨城県の重要な産業である農業に焦点をあてて下記のような集会を開催 
 します（別紙チラシ参照）。この集会では、東海第⼆原発の再稼働が私たちにとって正しい選択なのかにつ 
 いても考えてみたいです。 
 プログラム構成は以下のようになっています︓ 

 １． 動画「３.１１震災記録」の上映（20分） 
 この動画は「東⽇本⼤震災」に関連する映像を編集したものです。地震・津波のすさまじい被害状況と福島 
 第1原発事故の様⼦を映しています。さらに、原発事故に関する有識者の意⾒を紹介しています。最後に、 
 原発の被害がどういうものかを、農家の取材を引⽤して伝えています。全体として、原発の⼤事故が起これ 
 ば、被災者は命を守れたとしても、居住地・財産・⽣活等々何もかも失うということを、もう⼀度⼈々に思 
 い起こしていただくことを意図したものです。 

 ２． 感想と意⾒交換（20分） 
   主催側から集会の内容(意図)を説明するとともに、上 
 記「動画」の感想などを参加者から出しあっていただきま 
 す。 

 ３. 涌井義郎⽒と曽我⽇出夫の対談（50分） 
  「いばらき未来会議」代表の曽我⽇出夫が、次のような 
 テーマで、涌井⽒とインタビュー的な対談をします。 
 ・ 原発事故で失ったもの（農業の視点から） 
 ・ 「町・村おこし」の提案（農業の役割）（地域の⾃⽴ 
 的な発展を基本とする） 
 ・ 涌井⽒の実践報告 （有機農業の振興と⾃然商品の販 
 売等について） 

 ４． 東海第2原発に関する情報提供と意⾒交換（20分） 
  主催者側から、この原発の再稼働に関する諸情報をお知 
 らせするとともに、参加者からも関連する情報と意⾒（活 
 動の提案）を出していただき、討論します。 

 参加できる⽅は下記へお問い合わせください。 
 ●  連絡先  

 ○  いばらき未来会議代表︓曽我⽇出夫 
 ■  ℡ 0299-45-6015 
 ■  Ｅ -mail:  hsoga319@gmail.com 

 ○  憲法のつどい実⾏委員会事務局⻑︓ 
 ○  ⿊澤純⼀ ℡ 029-350-6648 Ｅ -mail: 

 mito@jtsu-e.org 
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